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【手続補正書】
【提出日】平成24年10月5日(2012.10.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　例示する画像表現生成器１６は、画像１８の表現を生成するための命令群を有している
。図２に図式的に示すように、表現生成器１６は、画像を処理するための様々なコンポー
ネントを備えている。例えば、文書画像を正規化する正規化コンポーネット４０、文書画
像中の画素の色値（例えばグレーレベル）を量子化する色値レベル量子化コンポーネント
４２（二値画像には不必要）、文書画像中の複数（一般的には多数）の領域を、例えば２
つ又はそれより多くの異なるスケールで抽出する領域抽出コンポーネント４４、各領域の
ランレングスヒストグラムを抽出し、それら異なる各領域に対応するヒストグラムを連結
して１つのベクトルを生成するヒストグラム生成コンポーネント４６である。ただし、正
規化コンポーネント４０及び色値レベル量子化コンポーネント４２は必須ではない。出力
コンポーネント４８は，連結されたヒストグラム群に基づく画像の表現２２を出力する。
表現２２は、したがって、連結されたヒストグラム（すなわち１つより多い数のヒストグ
ラム）、又はその連結されたヒストグラムに正規化その他の修正を施して得られる派生値
を含んでいてもよく、そのような情報は画像全体を表すものとなる。表現生成器１６のコ
ンポーネント４０，４２，４４，４６，４８の機能は、後で更に詳しく説明される。これ
らのコンポーネントは、適切に組み合わせることができる複数のソフトウエアコンポーネ
ントであってもよく、複数のサブコンポーネントに分割できるようなものであってもよい
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像の表現を生成する方法であって、
　表現を生成すべき画像を受け取るステップと、
　前記画像を複数の領域に区分するステップと、
　前記画像の前記複数の領域の各々についてランレングスヒストグラムを計算するステッ
プと、
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　前記ランレングスヒストグラムに基づき画像表現を生成するステップであって、前記複
数の領域の前記ランレングスヒストグラムを連結する処理を行うステップと、
　前記画像表現を出力するステップと、
　を有する方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、前記複数の領域は、複数の異なるスケールでのもので
あり、それら複数の領域のいくつかが少なくとも部分的に重なり合うように区分されてい
る、ことを特徴とする方法。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の方法であって、前記ランレングスヒストグラムの計算では、複
数の画素色値の量子化レベルの各々についてランレングスサブヒストグラムを計算し、そ
れらサブヒストグラムを組み合わせる、ことを特徴とする方法。
【請求項４】
　文書画像の画像表現を生成するためのコンピュータ装置であって、
　受け取った文書画像を格納するメモリと、
　２以上の異なるスケールで、前記文書画像内の複数の領域を、それら複数の領域のいく
つかが少なくとも部分的に重なり合うように抽出する領域抽出コンポーネントと、
　前記文書画像の前記各領域についてランレングスヒストグラムを抽出し、それら異なる
各領域に対応するランレングスヒストグラムを組み合わせるヒストグラム生成コンポーネ
ントと、
　組み合わされたランレングスヒストグラムに基づく画像表現を出力する出力コンポーネ
ントと、
　前記各コンポーネントを実行するプロセッサと、
　を備えるコンピュータ装置。
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